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■ 意見集計結果 

 

2020年(令和２年)11 月 27日から12 月 27 日までの間、第４期つくば市健康増進計画[健

康つくば 21](案)について意見募集を行った結果、３人（団体を含む。）から 22 件の意見

の提出がありました。これらの意見について、適宜要約した上、項目ごとに整理し、それ

に対する市の考え方をまとめましたので、公表します。    

 

 提出方法別の人数は、以下のとおりです。 

提出方法 人数（団体を含む。） 

  直接持参              人 

  郵便              人 

  電子メール              人 

  ファクシミリ １人 

  電子申請             ２人 

     合 計             ３人 

 

 

■ 意見の概要及び意見に対する市の考え方 

○  健康増進計画の基本方針 について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ 基本方針について、コロナの

ような社会的問題に発展す

る感染症予防に対する指導

などの対策・施策はなくてよ

いか。 

 

 

  １件 

市では新型コロナウイルス感染

症流行期においても、市民の健

康づくりの取組を継続してお

り、各種事業では、職員個人並

びに実施環境下における感染症

予防対策を徹底しています。御

指摘を踏まえ、計画の基本方針

(３)に、感染症予防に関する文

言を追記します。 
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○  健康診査の受診状況 について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ メタボリックシンドローム

の判定基準が記載されてい

ない。 

  

１件 メタボリックシンドロームの判

定基準の記載がないため、用語

集に記載いたします。 

 

 

○  分野別の基本方針と施策 (1)生活習慣病の発症と重症化予防 について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

１ 31 ページのアンケート結果

の文言に「完治した」という

表現があるが、「基準値範囲

となった」とすべき。高血圧

や高血糖・糖尿病、脂質異常

は「コントロールされてい

る」という表現ではないか。

また、「完治」という言葉を

用いてはいけない。 

 

１件 御指摘いただきましたように、

「完治した」という表現は、基

準値範囲となり、服用がなくな

ったことを指しています。次回、

アンケートを作成する際は回答

項目の文言を修正いたします。 

 

２ 「高血糖値放置者」、「高血

圧放置者」、「脂質異常放置

者」それぞれと肥満度 BMI と

の相関関係は？ 

 

 

１件 「高血糖値放置者」、「高血圧

放置者」、「脂質異常放置者」

それぞれと肥満度 BMI の相関関

係は、次回のアンケート作成の

段階から、今回の御意見を参考

させていただきます。 

 

３ (「高血糖値放置者」「高血

圧放置者」「脂質異常放置

者」の BMI と就寝時間につい

て) 

アンケートの質問項目に就

寝時間がないこと、就寝時間

の①夕食後 30 分以内、②夕

食後２時間、③夕食後３時間

以上、それぞれの関係につい

て、詳細な統計をとったほう

がよいのではないか。 

１件 睡眠によって十分な休養がとれ

ているか否かという設問のた

め、御意見をいただきました BMI

と就寝時間①夕食後 30 分以内、

②夕食後１時間、③夕食後２時

間、④夕食後３時間以上、それ

ぞれの回答は求めていませんで

した。しかし、次回、アンケー

トを作成する際は、今回いただ

きました御意見を参考に、設問

及び回答項目を修正いたしま

す。 
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４  (健康診査を受ける動機づけ

とするイベントの試みにつ

いて提案） 

① （20～60 歳代を対象に日

曜日の午前中にカスミ、

ヨークベニマル等の後援

を得て実施） 

内容：BMI・血圧測定・血糖

及び HbA1c 測定(迅速検査) 

自己健康管理法、個別指導 

スタッフ：糖尿病専門医、元

開業医、保健師、管理栄養士、

ボランティア 

 

１件 健康診査を受ける動機づけとす

るイベントについては、例年実

施している健康フェスタで、市

民の方々に提供しています。御

提案いただいた内容の一部は、

健康フェスタで実施しています

が、今後の企画内容の参考にさ

せていただきます。 

 

 

５ 国民健康保険未納やドメス

ティックバイオレンス、ひき

こもり、障害等の背景を有す

る人でも検診を受けること

ができる手段が欲しい。 

 

１件 20～39 歳の方は基本健診の対象

となります。国民健康保険未納

の方、前年度給与収入 130 万円

未満の方、家族の扶養となって

いる方も、市の集団・医療機関

健診が受診可能です。 

御意見いただきましたように、

受診希望者の諸事情に配慮し、

健診の受診方法等を検討いたし

ますので、事前に御相談くださ

い。 
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○  分野別の基本方針と施策 (２)栄養と食生活 について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ 

 

「食育の推進のための３つ

の柱」や「市の主な取組内容」

について、抽象的表現ではな

く、具体的な内容を示したほ

うが良い。 

１件 

 

市では、食育を推進するために

３つの柱に基づいた施策を展開

しています。これまでの具体的

な取り組み例は、市民を対象と

した調理講習会や食育講話、保

育園・幼稚園・小中学校におけ

る給食時指導等です。５か年の

計画期間で実施する個別施策

は、毎年関係各課で具体的な取

組内容の見直しを図っているた

め、本計画に明記することは難

しいと考えます。 

 

 ２ 

 

(ⅱ)子どもの頃からの基本

的な食習慣の形成 

(ⅲ)食育を広げるための環

境づくり 

(ⅱ)と(ⅲ)を学校教育(給食

時教育)と食事づくりの家族

共同作業で進めたらどうか。 

１件 

 

子どもの食習慣の形成及び食育

環境づくりを考えるうえで、給

食時の指導や親子参加型の取組

も重要であると考えています。

ご提案いただいた内容を踏ま

え、事業内容を検討いたします。 

 

３ 食育に肥満改善の取り組み

が無い。 

１件 (ⅰ)生活習慣病予防につながる

食育の推進【市の主な取組内容】

に記載されている内容は、肥満

改善につながる基本的な対策と

して実施しています。また、肥

満改善に関する食事の個別指導

として、特定保健指導や成人健

康相談を行っています。 
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○  分野別の基本方針と施策 (３)運動と生活活動 について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 

１ 

 

（中学・高校生の運動の取組

について） 

体育の授業以外で息が弾む

運動を週２回以上している

人の割合が高校生で 50％以

下であり、中学生の運動しな

い理由は、「時間がない」

「やる気がない」「場所がな

い」ということが上位を占め

ている。「登下校という日常

生活の中でウォーキングか

自転車。スマホで記録」など

具体的な運動を示さないと

実行しないだろう。 

 

 １件 高校生や中学生など、学年が上

がるにつれ、授業以外で運動し

ない割合が増えてきます。その

傾向は高くなってきており、さ

らに低年齢化しています。学業

など優先する年齢と考察され、 

日常生活動作の中に、いかに運

動を取り入れるかが鍵と考えま

す。 

いただいた御意見は今後の取組

の参考とさせていただきます。 

２ 

 

（成人期の運動の取組につ

いて） 

成人期の「息が弾む程度の運

動を週に２回以上している

人の割合が低い（R1 男性 28

％・女性 21％）ことに対して、

「昼休みに 30 分ウォーキン

グ、筋トレ、スクエアステッ

プの運動をすすめて欲しい。 

１件 

 

成人期の方が運動に取り組むた

めのアプローチ方法は今後の課

題です。「仕事で疲れている」

「忙しくて時間がない」という

理由が多い働く世代に対して、

集団健診時の健康相談等におい

て「ながら運動」により身体を

動かすことを啓発していきま

す。 

 

３ （ラジオ体操の普及につい

て） 

60 歳以上には、ラジオ体操を

勧めて欲しい。 

ラジオ体操を地域の運動活

動グループ、高齢者サロン、

夏季には小中学生、高校生に

参加を呼びかけ、実施して欲

しい。 

 

１件 ラジオ体操は効果的な運動であ

り、市は健康体操教室の自主活

動支援のひとつとして、活動団

体に「ラジオ体操」の録音機器

を貸与しています。令和元年度

は 28 団体に貸出をし、延べ 2212

回活動しています。 

小学生に対しては、体力の向上

に努めることやラジオ体操の参

加を促す呼びかけをしていま

す。御要望いただいたラジオ体
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操の参加を普及していくため

に、地域のコミュニティのなか

で住民が主体となって実施方法

を検討しながら行っています。 

 

４ （シルバーリハビリ体操の

取組について） 

デイサービスやデイケアで

のボランティア活動をすす

めて欲しい。 

 

１件 シルバーリハビリ出前体操教室

の平成30年度の実績は年間3096

回、令和元年度は 2950 回活動し

ており、介護予防に取り組んで

います。毎年シルバーリハビリ

体操養成講習会を開催し、今後

も介護予防に取り組める人材を

継続的に養成していきたいと考

えています。 

御意見については、シルバーリ

ハビリ体操の活用を検討する際

の参考にさせていただきます。 

 

５ （介護予防についての教育）

介護予防運動の重要性を学

習するべきである。 

１件 介護予防に関する教育の普及啓

発は、各地区で開催されている

健康体操教室や、いきいきプラ

ザの運動教室等で行っていま

す。今後も、健康講話や体力測

定などの普及を継続いたしま

す。 

 

６ （「ウォークの日」の取組に

ついて） 

「つくばウォークの日」は各

地区にまかせるべきである。 

 

 

１件 市では平成 30 年度より「つくば

ウォークの日」の一環として、

各地区の運動普及推進員が主体

となってコースを決め、運営を

行う「地区ウォーク」を実施し

ています。それにより、地域に

根差したウォーキングの推進を

行っております。 

 

７ （運動普推進員のウォーキ

ング普及の活用とスタッフ

の養成・知識向上について） 

１件 運動普及推進員を養成する際

に、健康運動指導士によるウォ

ーキングの研修を行っていま
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ウォーキング活動の質を高

めるための活動、スタッフの

研修を行うべきである。 

す。また、運動普及推進員は随

時研修等を受けることにより、

ウォーキングの方法について学

習しています。 

 

８ （高齢者のICT事業と高齢者

の運動指導について） 

ICT 高齢者いきいき健康アッ

プ事業で持病による健康被

害を及ぼしていることがあ

り、事業が始まる前の健康チ

ェックで参加者の参加不適

者の選別が行われていなか

ったり、気温の高低に注意し

たウォーキング時間の指導

が行われていなかったり、身

体的理由による中断者の事

後指導を行っていなかった。 

今後、高齢者の運動手引き

(自己管理を作成)を作成し

て希望者に配布するのはど

うか。 

 

１件 ICT 高齢者いきいき健康アップ

事業は、令和２年度をもって終

了となります。 

高齢者の運動指導には御指摘い

ただきましたとおり、運動実施

前の健康チェックや中断者に対

する配慮も必要であると考えま

す。 

今後は、御指摘の内容を踏まえ、

事業運営の際の参考にさせてい

ただきます。 

９ （健康教室の提案について）

下記の教室を提案したい。 

①メタボリック症候群と動

脈硬化の予防について 

（20～60 歳を対象に日曜日

にカスミ、ヨークベニマル

の後援を得て実施） 

② 寝たきりにならないため

に（70 歳を対象に平日の

午前中にカスミ、ヨーク

ベニマルの後援を得て実

施） 

内容：BMI・血圧測定・血糖

HbA1c 測定 

スタッフ：糖尿病専門医、元

１件 出前健康体操教室には、地域の

団体から依頼を受けて出向いて

いく講座と、企業（カスミ、LaLa

ガーデン、つくばイオン）や市

内の交流センター等（Bivi・豊

里交流センター）に出向いて、

市主導で企画する企業連携教室

と健康体操教室企画教室があり

ます。 

ご提案いただきました①②の内

容は企業連携教室、③の内容は

健康体操教室における運営の参

考にさせていただきます。 
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開業医、保健師、管理栄養士、

ボランティア 

③ 成人期の教室の仕掛け

に、男性には、「健康・

筋力づくり」女性には「健

康・美容」を意識した集

客テーマを打ち出しては

どうか。 

 

10 （子どもたちのスポーツの

取組について） 

運動好きな子どもたちを育

てるために、スポーツ少年団

も奨められるが、つくば市全

域に広がる取組が重要であ

ると考えます。「遊びの中の

スポーツ」である、例えば三

角ベース、ドッジボールなど

の取組はどうか。 

参考：スポーツ庁（子どもの

運動あそびサイト、アクティ

ブ・チャイルド・プログラム

総合サイトやってみよう運

動あそび（子供の体力向上ホ

ームページ） 

 

１件 市では、子ども達が身近な場所

で気軽に取り組める運動を普及

するために、小学生を対象とし

たスポーツ教室を開催していま

す。また、遊びの中でのスポー

ツの一例として、スポーツ鬼ご

っこがあります。幼児からプレ

ーできる競技で、昨年度のいき

いき茨城ゆめ国体ではデモンス

トレーション競技としてつくば

市で開催されました。現在市内

の競技人口は約 300 人にのぼり

ます。 

いただいた御提案は、子どもた

ちが運動をはじめるきっかけと

なるようなスポーツ教室の開催

など、今後の活動の参考とさせ

ていただきます。 

 

11 （地域での子どものスポー

ツ指導について） 

子どもの遊びの中のスポー

ツを地域の運動活動グルー

プや区会・自治会が支援、指

導するのはどうか。 

 

１件 地域の運動活動グループや区会

・自治会は、行政とは別の任意

団体であるため、子どもの遊び

の中のスポーツを支援・指導す

ることは現時点では難しいもの

と考えます。 

しかし、貴重な御意見として、

今後の活動の参考とさせていた

だきます。 
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12 

 

（公園や市の所有地の管理

・活用について） 

習慣的に運動に取組みやす

い環境の整備として、公園や

市の所有する空き地を地域

の運動活動グループが共同

で管理するのはどうか。 

 

１件 市では、習慣的に運動に取り組

みやすい環境を整備するため

に、公園内施設の改修や修繕、

設備等の維持管理を行っていま

す。なお、公園の管理（清掃・

除草などの美化活動）は「アダ

プト・ア・パーク」として、団

体等の募集を行っていますの

で、地域の運動活動グループで

も御参加いただけます。 

 

 

 

 

■ 修正の内容 

○ P９ ３(２)健康寿命（健康余命）について 

○ 修正前 修正後 

つくば市民の健康寿命（※）は、県

平均と比較して男女とも長く、健康

に過ごせる期間は令和元年は男性

0.34 年、女性 0.23 年です。 

つくば市民の健康寿命（※）は、県平

均と比較して、健康に過ごせる期間が

男性 0.34 年、女性 0.23 年（令和元年

度）男女ともに長いです。 

 

つくば市健康づくり推進協議会で寄せられたご意見について、文言を一部修正い

たします。 

 

○ P14 ５ 国民健康保険の状況 (１)医療費の推移 について 

修正前 修正後 

【年代別、入院・外来別の 1 人当た

り医療費の推移】 

(グラフの横軸) 

0-39 歳、40-64 歳、65-74 歳 

              

0-39 歳、40-64 歳、65-74 歳 

              

【年代別、入院・外来別の 1 人当たり

医療費の推移】 

(グラフの横軸) 

0-39 歳、40-64 歳、65-74 歳 

外 来 

0-39 歳、40-64 歳、65-74 歳 

入 院 

 

パブリックコメントに寄せられた意見ではありませんが、グラフの横軸の年齢区

分にデータの種別が明記されていないため、記載いたします。 
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○ P16 (２)茨城県・全国との比較 について 

修正前 修正後 

【医療費の地域差】 

                

   

               

０% 

【医療費の地域差】 

地域差指数からみた茨城県全体との比

較 

<国民健康保険> 

 (全国平均) ０% 

パブリックコメントに寄せられた意見ではありませんが、より具体的に表示する

ため、グラフのタイトルの下とグラフの横軸に記載いたします。 

 

○ P23 ３ 計画の基本方針 について 

修正前 修正後 

(３)市民主体の生活習慣の改善と健康

を支援する環境づくり 

(１行目) 

生活習慣の改善や疾病予防     

 などに必要な        情報

の提供 

(３)市民主体の生活習慣の改善と健康

を支援する環境づくり 

(１行目) 

生活習慣の改善や疾病予防・感染症予

防などに必要な保健活動に関する情報

の提供 

 

パブリックコメントに寄せられたご意見について、感染症予防の視点を加えた内

容を記載いたします。 

 

〇 P24 ５ 計画の体系 について 

〇 第４期つくば市健康増進計画[健康つくば 21]概要版(案) P２、４ について 

修正前 修正後 

７つの施策 

「飲酒・喫煙」 

「禁煙・適度な飲酒で 元気にいきい

き」 

７つの施策 

「喫煙・飲酒」 

「禁煙・適度な飲酒で 元気にいきい

き」 

パブリックコメントに寄せられた意見ではありませんが、表記が異なっているた

め、修正いたします。 
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〇 p130 ６ 用語集 について 

修正前 修正後 

記載なし 

 

頁 用語 解説 

17 特 定 健 康

診査(特定

健診) 

40 歳から 74 歳まで

を対象としたメタ

ボリックシンドロ

ームに着目した健

診。基本的な健診項

目として身体計測、

血圧、検尿、血液検

査(脂質、血糖、肝

機能)、詳細な健診

項目として心電図、

眼底検査、貧血検

査、クレアチニン検

査がある。 

18 メ タ ボ リ

ッ ク シ ン

ド ロ ー ム

該当者 

腹囲が男性は 85 ㎝

以上、女性は 90 ㎝

以上に該当し、高血

糖又は高血圧症又

は脂質異常症のい

ずれか２つ以上に

該当する者。 

18 メ タ ボ リ

ッ ク シ ン

ド ロ ー ム

予備軍 

腹囲が男性は 85 ㎝

以上、女性は 90 ㎝

以上に該当し、高血

糖又は高血圧症又

は脂質異常症のい

ずれか１つに該当

する者。 

 

17 ページについてはパブリックコメントに寄せられた意見ではありませんが、用

語とその解説を追加いたします。 

18 ページについてはパブリックコメントに寄せられたご意見であったため、用語

とその解説を追加いたします。 

 


